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2012年8月19日 主日礼拝メッセージ 

 

聖書箇所：ルカの福音書9章51~62節 

説教題：御顔をまっすぐに向ける 

 
１ サマリヤ人は受け入れなかったが 
（１）サマリヤ人 
 イエスと弟子たちはこれまでガリラヤ地
方を中心に活動してまいりました。しかし、
51 節以降からはがらっと様子が変わります。
イエスはエルサレムに行くことを決心され
ます。 
 エルサレムに向かう道はいくつかありま
した。サマリヤ人の地方を通るルートが一つ。
もうふひとつはヨルダン川沿いを南に向か
うルート。どちらを通ってもよいはずなので
すが、ユダヤ人たちはサマリヤ地方を通るこ
とは避けて、ヨルダン川沿いを通るルートを
選びました。わざわざそのようにする理由が
ありました。 
 サマリヤ人はモーセ五書だけを聖書とみ
なし、その地方にあるゲリジム山で礼拝して
います。ユダヤ人にはそのことが気に入りま
せん。「ダビデの神殿があるエルサレムでな
ぜ礼拝しないのか。」そのように言って、ユ
ダヤ人はサマリヤ人とつきあうことを極端
に嫌っていました。ですからサマリヤ人から
見ればエルサレムという町は憎しみの対象
になってしまうのです。そんな所へわざわざ、
「御顔をエルサレルムに向けて進んで」行く
のですから、サマリヤ人がイエスのことを快
く受け入れるはずはありません。 
 

（２）主の御思い 
 そんなサマリヤ人の態度を見て、弟子たち
は腹が立てました。54､55節。「「主よ。私た

ちが天から火を呼び下して、彼らを焼き滅ぼ
しましょうか。」しかし、イエスは振り向い
て、彼らを戒められた。」イエスの態度に注
目してください。イエスの御顔はずっとエル
サレムの方向を向き続けていましたが、ここ
でイエスは振り向きます。振り向かなければ
ならないほどの大きな問題があったからで
す。何が問題だったのでしょう。ヤコブとヨ
ハネが口にしたことば。「この町を滅ぼして
しまいましょう。」このことばをイエスは見
過ごすことができません。「ふたりを戒めら
れた」とあります。厳しくしかったと言うほ
どの意味です。どうしてイエスはこのような
厳しい態度を取られたのでしょうか。そもそ
もどうしてわざわざサマリヤ人の町に行か
れたのか。イエスは何を考えておられたのか。
そのことはまた最後のところで触れていき
たいと思います。 
 

２ イエスについて行くのであれば 
（１）枕するところもない：イエスはこの世
から追い出され殺される 
 イエスは、エルサレムに向かう道の途上で
いろいろな人に出会っていきます。今日の箇
所では三人のことが取りあげられています。
皆さんここを読んでどう思われましたか。イ
エスについて行くことは非常に厳しいこと
だと感じるのではないですか。いつも言うよ
うですが、厳しく見える所に恵みがたくさん
あります。一つ一つ見ていきます。 
 まず一人目のケースから。57節。「私はあ
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なたのおいでになる所なら、どこにでもつい
て行きます。」これに対してイエスは、「狐に
は穴があり、空には鳥の巣があるが、人の子
には枕する所もありません」と答えます。 
 「人の子」とはイエスご自身のことを指し
ます。狐にも鳥にも帰る家はあるのに、救い
主イエスには帰る家がないと言っています。
もっとつきつめれば、地上にはイエスの帰る
べき家がないと言っています。この世から追
い出されていくからです。つまり殺されるこ
とを意味します。 
 素直な方は思うでしょう。「イエスについ
て行きます。」実は大変なことでした。もし
本当にイエスについて行くというのなら、あ
なたはイエスとともにこの地上から追い出
されていくことになる。それでもよいのか。
イエスはそう問いかけておられます。 
 

（２）死人たちを葬らせなさい：イエスは死
からよみがえっていく 
 続いて二人目のケース。59，60 節。イエ
スは「わたしについて来なさい」と言われま
す。言われた相手は、そのとき父親を亡くし
たばかりだったらしくこう言います。「まず
行って､私の父を葬ることを許してくださ
い。」 
 私がこの人であれば、おなじ事を言います。
皆さんもそうでしょう。ところがイエスの答
えは意外なものです。「死人たちに彼らの中
の死人たちを葬らせなさい。あなたは出て
行って、神の国を言い広めなさい。」 
 「父親の葬式のことなど放っておけ。伝道
が大事だ。」そんな意味に聞こえなくもあり
ません。もし本当にそのような意味で語った
のなら、私はついて行けません。 
 もちろんそんなはずはない。イエスは人が

死ぬことを悲しまない方ですか？そうでは
ないでしょう。ラザロが死んで墓に葬られた
とき、イエスは涙を流されました。やもめの
ひとり息子が死んで墓に葬られようとした
ときも、涙を流した。死んだ者は関係ないと
言っているのではない。むしろ逆です。 
 ここで言われていることは、先ほどの最初
のケースもそうですがみなイエスと関係が
あります。イエスは御顔をまっすぐにエルサ
レムに向けておられます。そこで十字架のさ
ばきを受けられ、死のうとされています。ご
自分が死人となり墓に葬られていきます。も
しそこで終わったのなら、私たちには何の希
望もなかったでしょう。でも、私たちは知っ
ています。この方は三日目に死からよみがえ
られました。私たちの信仰の土台がここにあ
ります。パウロは言っています。「もしキリ
ストがよみがえらなかったのなら、 あなた
がたの信仰はむなしい。」（第一コリント 15
章 17節） 
 父親の葬式など意味がないと言っている
のではありません。亡くなったあなたの父親
を死から取り戻すために、わたしイエスはエ
ルサレムに向かっていく。そこで死んでいく。
そうしてすべての救いのみわざを成し遂げ
ていく。そのとき神の国はあなたのところに
もやって来る。やがてその事に気がついたら、
あなたは神の国を伝えていきなさい。それが
この箇所の意味になります。 
  

（３）うしろをふり向けない：もう後戻りで
きない 
 三番目のケース。61，62 節です。「主よ。
あなたに従います。ただその前に、家の者に
いとまごいに帰らせてください。」これから
長い旅になるので、家族の者にお別れの言葉
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を伝えたい。これも実に当たり前のことで
しょう。 
 ところがここでもイエスの答えは意外な
ものでした。「だれでも、手を鋤にかけてか
ら、うしろを見る者は、神の国にふさわしく
ありません。」現代風に言い直せばこうなる
でしょう。「車を走らせて目的地に向かって
いる途中で忘れ物を取るために戻ることは
ひどく時間のロスです。そんな人は運転手に
はふさわしくありません。」 
 イエスに従う者は、家族に別れの挨拶をし
てはならない、というのでしょうか。そんな
はずはない。これまで二つのパターンを見て
きて、共通点があることに気がついたと思い
ます。これも、イエスご自身のことなのです。
イエスは神の国をもたらすためにエルサレ
ムに向かっておられます。たとえて言えばス
イッチが押されてしまったのです。スイッチ
を押した後であの人に挨拶をしていないこ
とを思い出したので、スイッチを解除してく
れ。その間に家に戻るから。そう思っても後
戻りはできません。このスイッチは一度押さ
れたら、絶対に解除できないのです。 
 イエスは、エルサレムに御顔をまっすぐに
向けられています。スイッチが押されてし
まった以上、進むしかありません。後戻りす
ることは絶対にできません。どんなに途中で
後悔しようとも、途中で迷いが生じたとして
も、もう止めることはできません。 
 ロンドンオリンピックが始まる前、開催ま
で後何日あるかを示す大きな掲示板が飾ら
れていました。カウントダウンと言って、一
日ごとに数字が減っていきます。それと同じ
ように、イエスの十字架まであと何日か。カ
ウントダウンが始まっているのです。イエス
でさえ止めることはできません。その数字が

ゼロとなる日を目指して、イエスはエルサレ
ムに進んで行きます。 
 

３ 主を受け入れない者をも救うために 
 こうして三つのケースを見て参りました。
最初はなんだかわかりにくく、イエスに従う
には大変な決心が必要なのかと戸惑いまし
た。でも、すべてイエスが十字架に向かわれ
る決心の強さと関係していたことがおわか
りいただけたと思います。 
 イエスはこの地上から追い出され、殺され
ていきます。イエスは罪によって死に定めら
れた私たちを救い出すために、死からよみが
えっていかれます。十字架に向かうことはイ
エスにとって最も大きな苦しみでした。でも
イエスは後戻りできません。一度スイッチが
押されたらだれもそれを解除できない。わざ
わざそのようにして、逃げ道をふさいでいき
ます。 
 いったいなぜ主はそこまでされるので
しょう。イエスがわざわざサマリヤ人の町に
行かれたのはどうしてか、その問題を脇に置
いたままでした。 
 弟子たちは、イエスを受け入れない頑なサ
マリヤ人に腹を立てました。しかしイエスは
振り向き、弟子たちを厳しくしかりつけまし
た。主の御思いは弟子たちとまったく違いま
す。イエスはこのサマリヤ人を救おうとされ
ています。イエスは頑ななサマリヤ人のため
にもいのちを捨てようと覚悟されています。
その決心の強さが、「イエスは、エルサレル
ムに行こうとして御顔をまっすぐに向けら
れた」という表現に込められています。 
 このことは私たちにとってどのような恵
みとなるでしょうか。私たちはどこかで思っ
ていませんでしたか。まず自分が信じないと
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いけない。信じたら、初めて主は私のために
いのちを捨ててくださる。なにか努力をした
らそのご褒美がもらえるという、そんな順番
です。とにかく信仰が先だと思っていました。 
 しかし今日の箇所には何が書かれている
か。たとえ今主を受け入れることがなくても、
主は先に私たちの救いのためにいのちを捨
て、救ってくださっている。私たちが主を知
るずっと以前に、私たちが信じるはるか以前
に、主のほうから先に私たちのために死んで
くださっている。 
 そのためには、主はわざわざ逃げ道をふさ
いでしまいます。絶対に十字架から逃れられ
ないよう、わざわざ厳しい道を通られます。
なぜそこまでされるのでしょう。救いから漏
れるものはひとりとしてあってはならない
のです。そのためにはあらゆることをする。
それが私たちの主がしてくださったことで
す。 
 主の御栄光を仰ぎ見たいと願います。 
 


